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行政評価
事業体系

分野 子育て教育都市[Ⅱ]

政策 心豊かにたくましく生きる子どもの育成と生涯学習社会の形成[04]

施策名
部課名
課長名

施策No家庭教育の推進 04-11
内線

教育委員会事務局社会教育課
佐藤　泰祥 3350

指標に関する説明

　青少年の健全育成の基盤となる家庭や家族の役割など、家庭教育の在り方について学ぶ機会を設
け、家庭教育に関する意識を啓発する。

　家庭教育は、すべての教育の出発点であり、基本的な生活習慣や生活能力、他人に対する思いや
りなどを身に付けさせる上で重要である。家庭教育に関する講座を実施しているが、子育てについ
て関心が薄い、問題を抱えている保護者などの参加を促す必要がある。そのために今後も、子育て
支援や育児関係事業を行っている部署等と連携を取っていく必要がある。

施策の成果とする指標名
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関連部課名

施策の分類
分類についての説明・意見等

前年度設定 今年度設定

　家庭における教育はすべての教育の出発点であるので、引き続き
家庭教育の推進は重要である。
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《今までの成果及び指標分析を踏まえて》

　祖父母の年代を含めて広く区民が参加できるよう、区内各地域において子育てに関する講座を開
催するなど、実施方法を工夫する。また、学校教育と連携を図るほか、子育て支援や育児関係の事
業を行っている他部署と協力し、全体として子育てを支援する。
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2,564 2,900

12-04-06 2,564 2,900 推進 推進

施策を構成する事務事業の分類

家庭教育の向上

事務事業名
決算額（千円）

分類についての説明・意見等

家庭教育は、すべての教育の出
発点であり、重要である。
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